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論文内容の要旨
本論文は中国の映幽の歴史のうち.その初期の情況を，映画が社会的丈化的地位を獲得するに至る経過
を中心に論じたものである。全体は序章を含めて問章から成っているので，以下意毎に区切って要旨を概
述する。
序章 映画の伝来とIjr国における最初の社会的地位
中国では1896午・にすでに映画の上映が行なわれているが， 当初は興行上映に止まっており.1905年に北
点の豊泰照傑館が京劇短編映画の 「定軍山」を制作して，実質的に中国映l商の歴史が幕を聞けた事泰照像
館は1909年に火災を起こすまで十数みの映画を製作したが.これらは京劇の身振りやすち|ロ|りを描いたも
ので.人物や風景を記録した西洋の初期の映岡とは.l'生栴が異なっていた。1909年アメリカ人のベンジャ
ミン・ プラスキが上海に中国初の映画会社，壷細亜l県南会社を設¥'r.し，中間人と共同で映画製作を行なう
ことを試みた。この斑細穂映画会社に顧問として加わっていた中国人の張石川らが1913r，下に新民会社を設
_\~r し， 中国人による本格的な映画製作を行なうとともに，初めて人材の育成をも行なった。一方映画上映
の面では， 1908年にスペイン人のラモスが上海に虹口大戯院という映画館を建て，それまでの料理屋，茶
厚など歓楽場所での上映から，固定した専門的な経常へと発展し始めた。そして1911年 6月には上海に
「取締影戯場条例 jが公布され. 中国でも社会文化のーっとして映幽が認知されていったc 但し新興の
娯楽と認知されるに止まり，その社会的地位はなお低かった。
第・章 !調産映画運動と映画の芸術的地位の構築
第一次大戦による中国経済の発展により，映画産業にも民族資本が導入させ.大きな発展がもたらされ
た。とくに商務印書館と明星影Ji-公可は.設備の充実，請負製作などのサービス面の拡大，市場の開拓な
どの点で，大きな役割lを果たした。こうした中で， r閥瑞生J r紅粉騎鰻J r孤児救担記Jなどの長編映
幽も製作され，成功を収めていった。専門のl卵白館も傘 ドに持った明黒影片公司の映画会社としての成功
は，映画産業の発展を促し合同規模での「国産映阿運動」を巻きおこした。1924年から26年の二年余り
のうちに，全国で175祉にのぼる映画会社が設立され， そのうち141社を上海が占めて，上海が中間映l画発
民の中心地となったのこの「国産映i也l運動」には， 洪J来，田漢，欧陽予イ背らを始めとする多くの知識人，
留学生.小説家が映画に携わり.従って映画の芸術性が高ま ってヒューマニズムを宣揚する i欧米派Jと
伝統，目、想を立場する「伝統派」が生まれるという効果を現した。しかし、数多くの映画会社の中には，映
画製作に対する認識不足や資金の不足から十分な活動のできないものも多く，名ばかりの会社も少なくな
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かったのそれでも映画の数量は日比ましく伸び.1926年の年間の本数は24年の6倍の101本に達している。
この結果，国際映岡市場は抱手1I状態に述し需給関係に変化をもたらして，観客の好みが映画製作を左右
する傾向が生まれた 3 そして，民1¥1伝説伝統的な戯曲.講談本の小説などを改作して映IdjI化した，いわゆ
る「古禁映i山Uブームが出現する。これは民衆が熟知lした内約であるため，国内のみならず.i紺干の華僑
からも歓迎を受けた。またこの「古装映画」のブームの中で.明星影n公司が流行小説を改作して発表し
た「火焼紅通寺」が大好評を得たことから，新たに「武侠映iSiJブームが起こった。 ir肯有装映画」と「武
土{侠央1映決画Jのt流怠行lはまi.
出したが，中同映画に果たした役割は大きく'とくに映画の持及と'11同的テーマの開Uiーという怠義は高く
評価される。
民族経済の発展が中岡の映l刈産業の発展に経済的基礎を打ち立てたのと同様に. r五円|新文化運動は
映画珂論の発展に寄与したω 知識人たちは映画を外来の新興文化と見なして. r技術.文学.科学Jとの
関連から映由の忌;義を説いた。そして「戯劇の改良運動」と関わって，映画理論としての「戯劇映l幽i観理
論」が初めて提唱されたω これは戯劇との同質性に重点を置いた理論だが.やがて映画を光と影の芸術と
見，戯劇との異質性に着目した「非戯劇映画制理論」が新たに提唱され.互いに論争された。この過科ーで，
映画が一つの新興芸術として社会的に認知されたりしかし f載道」を重視する伝統的怠識や映画人に対
する似見から，映画の社会的地位はなお低いままにl卜.まっていた。
第一二章 新興映凶i亙動と映凶jの意識化
1931年の r)L一八」事変と32年の上海事変により，全国的に愛国主義が晶ーまり，映岡に新たな教育的役
割lを求めた「新興映画運動」が起こった。これは教育，文化に携わる知識人が中心となった「教育映画推
進常及訊動」と，映画人が中心となった I映画文化運動!とのでつの通勤から構成されていたc
「教育映画推進持及活動jは中国教育映画協会によって展開された活動であるが， ζの協会には教育.
文化界の著名人だけでなく，国民党や政府の要人も参加していたため， 33年5)J以降.国民党の「中央倶
架部 (CC首長)Jが指導権を握ったりそして練立夫らc派のメンバーは民族主義文25理論思想に基づいて.
上海を中心に教育と宣伝の目的で「教育映日lj推進許及活動」を推進した。この運動は「七七」事変の勃売
によって，全国規模のi運動に広げることはできなかったが.国民党の統治意識と思惣を体現した運動と促
えられ.I映1尚iに対する社会的認識を高める効果をもたらした。
ーん|映画文化通勤1は，映画制作， I決匝Ij理論の腿唱を納として，映画人を中心に展開された運動であ
るのしかし，映luljの文化的地位を高めようとする過何で政治的な力を借りようとしたため，この運動も政
治色を帯びることとなったu 映画人達は民族主義とヒューマニズムの観点から民帝国主義，I又封建主義を
唱え.その結果左翼的な文化思潮とも荷接に関わった。但しこれを左翼映画人と中岡共ff党所属の映画
人を主体とした「左翼映[tlij運動lと混同することは誤りであり. r左翼映由運動'はあくまで「映画文化
運動」のー・部分でしかなかったの
同民党は1930年1lJ-lに「映l~li検台法」を制定し教育部と内政部共同での映画検査委員会を組織して，
映両の検閲制度を1"1ち立てるが.これが武侠神保映幽と左翼的な映画に対して厳しい検閲を行ったため，
検問に対する強L、不満が起こった。しかし共産党との抗争を背景に.c派は映画委員会を設立して国民党
の映l山iに対する統制艇を竿探し左翼映両通勤への抑圧に乗り出した。 c派が行う思怨内容に関する検問
を回遊するため， -;i;ISには政治性を薄めて悦楽性と芸術悼を強めた映画iの製作を明える. r軟性映画Jpn 
論も主張された。これ以前は. 11央向の思想性，教育・\~({王切J~を竜んじた「意識論J が映ltuj問!論の中心に
あったが. i軟性i決jlhjJ開論は映11)の慣習i件， Z術件を強制した点でこれと相反する立場であったため，
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双方で激しい論争が交わされた。しかし「軟性映画」理論は，映画を政治の道具としないことを示した点
で.映画の歴史において積縄的な意義を持っているの
第三章社会文化運動と国防映画運動
日本の中国侵略が強まるにつれ.救国会運動が勢いを増し，映両もその一端を伺って活動することが求
められ.1936年1月に「上海映画界故国会Jが結成されたのしかし国民は，政府への不満を露にする救開
会運動を非難し治安維持を名同にその活動の停止を命じたω そして，統一抗敵政府の樹すーを目指してな
お活動を止めない救出会指導者沈鈎儒，章之~，郡絹奮ら 7 名を逮捕した) i七有子事件」と呼ばれるこ
の事件に対し宋鹿齢らを中心とする釈放要求運動が全国的に展開され，映画界でも著名な監督.俳優ら
十数名が同調している。結局国民党政府は，要求を受け入れて「七君子Jを釈放した。
一方，上海映画界救国会の活動が停止させられた後，凪民党の中央宣伝部は上海の映画界の貢任者達と
懇談し， i国防映i也Uのスローガンを提唱することと映!創製作の原則を制定することで合意したのこの後.
「国防映岡」に閲する議論が感んに行われたが，製作の面では軍需共lこ低調で.実際にはスローガン先行
のまま終わったという結果になった。しかし「国防映画」運動は， i国防文学J [""国防戯盛田ilJの二つの運
動と呼応しており，映岡界と文学界，戯劇界と連帯感を強める働きをした。そして，これらの連合した運
動は，上海相界でのイタリアやnぶに対する抵抗運動に結びついている。そこで映画人が果たした役割は
大きく，映雨入が文化運動者のイメージで社会に受け入れられる素地を作ったと言える。
~量五
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以ヒ述べ来たったように，中間における映両の社会文化的地付.の構築は，芸術性の獲得一思想性，文化
的価値の認識の高まり一社会的地位の獲得という道筋に沿って行われた。即ち. i同席映画運動による発
展と二十年代の芸術性を強調する理論の提唱によって， 1遊戯」という観念を改め. i新興映画運動」に
おける思想意識の高まりと教育映画の推進普及によって，映画の文化的価値を高め， [""国防映雨運動j に
おける映画人の活動が，社会的地位を高めたのである。
論文審査の結果の要旨
本論文は中国の映画の歴史のうち，その初期の情況を.映画が社会的文化的地位を獲得するに至る経過
を中心に論じたものであるο全体は序章を含めて四章から成っており，まずそれぞれの章毎に論評を加え
るO
序章では，映酬の誕生した翌年の1896年に.中国でもすでに映画の興行上映が行なわれていること.
1905年に北京の豊嘉照像館が京劇の短編映副「定軍11.1を製作して中国映i柄の歴史が始まったζと.その
後アメリカ人のベンジャミン・プラスキが上海に中国初の映国ij会社を設立しさらにこれに顧問として加
わっていた張石川|らが別に会社を設立して，中白人による本栴的な映画製作が行なわれたこと，また1908
午にスペイン人が上海に映画館を建てたこと，そしてそれに伴って，上海に取締影戯場条例が公布され，
映l向が社会文化のーっとして認知されていったことなどが.J順次述べられている。それによ勺て.当初に
おいては，映画が京劇などの演劇と同じレベルで受け入れられたことが窺える。革者ーは映iWiが社会的地位
の低い娯棄として出発せざるを得なかったと総括しているが，それは妥ブ1な見解であろう。
第一章では，第一次大戦による中国経済の発展により，映耐i作業にも民脹資本が導入され.商務印書館
や明尾影片公百!などの活動によって，映画産業が発展し全国規模での凶産映I~U運動が起こったこと，こ
の運動を通じて洪深，用漢.欧陽予情らを始めとする多くの知識人が映画に携わり，従って映画の芸術性
が高まって. ヒューマニズムを宵協する欧米派と伝統思想を宣揚する伝統派が牛.まれたこと，観客の好み
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が映画製作を左右する傾向が生まれ，民間伝説，伝統的な戯曲，小説などを改作して映画i化した古装映画
のブームが出現し.次いで武侠映画ブームが起こったこと，さらに五四新文化運動の影響から.戯劇映幽
観閲論と非戯劇映両観開論の二つの映画理論が提唱され，互いに論争が行なわれたことなどを述べている。
筆者は，こうした過程を通じて映画がーつの新興芸術として社会的に認知されたとする一方.載道を竜視
する伝統的意識や映画人に対する偏見から映両の社会的地位はなお低いままに止まっていたと判断して
いる。これらの点もほぼ首肯できる見解である。
第二章ではまず，満州事変と上海事変によって全間的に愛国主義が高まり，映画に教育的役割を求めた
新興映画通勤が起こったこと，それが知識人を中心とした教育映画推進普及活動と，映画人を中心とした
映画文化運動との.二つの運動から構成されていたことを述べているC 教育映画推進普及活動は中国教育
映同協会によって展開されたが.この協会には教育，文化界の著名人だけでなく，国民党や政府の要人も
参加していたため，やがて国民党の中央倶楽部 (C派)が指導権を握ったのそしてc派は民族主義文芸理
論思想に基づいて，上海を中心に活動を推進した。これは国民党の統治意識と思怨を体現した運動と促え
られ，映画に対する社会的認識を高める効果をもたらしたという。この中国教育映画協会の活動実態につ
いては，従来の|快阿史ではほとんど言及されていないの本論がこの組織や活動を詳しく紹介し， c派の理
論についても分析を試みている点は，映同史や同民党の文化政策を再検討する上で貴重な一歩を印したも
のと三えるの
一方映画文化運動は，映画制作，映凶理論の提唱を袖として，映幽人を中心に展開された運動であり，
民族主義と七ューマニズ、ムの観点から反帝国主義，反封建主義が唱えられたのその結果左翼的な文化思潮
とも需楼に関わったが，筆者は従米これを左翼映画人と中国共産党が中心となった左翼映画運動と混同し
ているのを誤りと退け，左翼映画運動は映画文化運動の一部に過ぎなかったと結論づけている。そのよう
に映画文化運動の内特の多様性を，幾つかの事例から具体的に明らかにしたことは.映画史の再検討を迫
る問題提起として高く評価される。
本章では次いで，国民党による映幽の検閲制度について述べ，当初の武侠神経映画の検閲から次第に思
想、検閲へと性格を変えたこと，そして共産党との抗争を背景に， c派が検閲の実験を掌握して.左翼映画
運動への弾圧に乗り出したこと，さらにその厳しい検聞を回避するため.政治性を縛めて娯楽性と芸術性
を強めた映岡の製作を唱える.軟性映両理論が一部で主張されたことを論じているω 筆者はここで，国民
党の検閲が映画製作にー定の影響を与えたことを指摘し.この時期の映両製作の怠識改革を.主として左
翼映画人の登場によって説明じている従来の映岡史の不備を指摘しているが，この点も高く評価されるω
また従来は否定的に倣われていた軟性映画理論に対しでも，その理論的欠陥を指捕しつつ，映画の特性に
立脚した議論を展開した点に暦史的役割を認めており，これも公正な議論として評価できる。
第三章では.日本の中邑l侵略に対して救国会運動が勢いを増し映画人も上海映画界救国会を結成して
その一端を担ったこと.そして国民党が治安維持を名目にその活動の停止を命じ，統一抗敵政府の樹立を
目指して活動を止めなかった救開会指導者七名を逮捕した際にも.宋慶齢らを中心とする釈放要求運動に
映画人が多数参加したこと，さらに国民党の中央宣伝部が主導して行なわれた国防映画i運動において.映
州人が文学界，戯劇会との連帯感を強めつつ.国防文学，国防戯劇の二つのi亙動と呼応した運動を展開し
たことを述べているc 筆者はこうした活動を通じて.映画人が文化運動者のイメージで社会に受け入れら
れる素地を作ったと述べるが.これも的確な指摘と認められる Q
最後に結語として.中国における映凶の社会文化的地位の構築は，芸術性の獲得~思想性，文化的偏値
の認識の高まり~社会的地位の獲得という道筋に沿って行なわれたことを指摘している。即ち.国際映画
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逼動と芸術性を強調する理論の提唱によって，遊戯という概念が改められ，新興映画運動における忠怨意
識の高まりと教育映画の推進普及によって，文化的価値が高められ，国防映l函l運動における映画人の活動
によって.社会的地位が高ま勺たと見るのである。筆者のこの見解は.従来の映画史の記述を改める観点
を提起したものと言うことができる。
但し，本論文全体が結語に述べられる筋道に日Ijして厳密に構成されているとまでは言いがたい面が有り，
寸ー論の甘さ，作品分析の弱さなど，改善すべき点も少なからず認められるο しかしそれらは敢えて斬新
な観点から論じようとしたことによる，やむを得ない不備と言うこともできょう。八十年代半ばから二十
世紀の文学史の書き換えが叫ばれて久しいが.映画史についてはこれまでほとんど手がつけられておらず，
本論文はその書き慎えに向けた確かな一歩を踏み出す労作として，大きな:意義を持つものと言える。
以上の所見から，本論文は大阪市立大学博士(文学)の学伎を授与するに値するものと認められる。
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